
新武蔵野方式による公立保育園の設置・運営主体変更についての検証委員会  

第１回 議事録要旨 

◆ 日時：平成 23年 10月 13日（木）午後７時から午後８時 45分 
◆ 場所：武蔵野市役所西棟４階 413会議室 
 
１．開会 
（座長） 
大きな趣旨としては、平成 23年４月から千川保育園と北町保育園が公益財団法人武蔵野市子ども協会に移
管したことを検証し、平成 25年４月からの新たな３園（東、桜堤、境南第２）の移管が円滑に行えるように
していくことにある。 
座長は保育課長。副座長は吉清事務局長。 

 
２．子ども家庭部長挨拶 
（子ども家庭部長） 
武蔵野市子ども協会に千川保育園と北町保育園が移管され半年ほどが過ぎた。この間職員や保護者からアン

ケートを取った。保護者からの意見としては、看板が変わっただけというものや正規職員が増えて良かったと

いうものがある。先週の千川保育園の運動会も前と変わらない風景と実感した。ただ、事務的には、これまで

市役所会計だったのが民間ベースの会計方式に変化したことなど様々な変化がある。今後も武蔵野市と子ども

協会では平成 25年度に３園の移管も計画している。ここで、皆様の忌憚のないご意見を参考としながらより
良い保育園運営をしていきたいと考えている。また、それに先立ち、千川・北町では保護者の協力のもと運営

委員会を作り、運営側と保護者の方が直接意見を交わす場を設けているところである。なお、どちらの会議と

もに皆様のボランタリーでご協力いただいていることに感謝申し上げます。 
 
３．委員自己紹介 
 
４．事務局紹介 
 
５．議事 
（1）検証委員会の運営について 
（座長） 
資料にはないが以下のことを確認しておきたい。 
当委員会について今後はニュースレター等で開催を知らせ、傍聴可とする。 
議事録は要旨の形で HPへの掲載と園内への掲示を行う。 
議事録内での発言者については、校正段階では実名とし、公表段階では保護者Ａ，Ｂ・・・、職員Ａ、Ｂ・・・



という表記とする。 
今後の会議時間について、平日の午後７時からとし、事前に出欠確認させていただき最も参加者が多い日と

する。 
代理出席については原則認めないこととする。 
以上について、各委員からの異論なし。 

 
（2）検証委員会趣旨説明 
（座長） 
資料１を参照。 
新武蔵野方式とは、①職員の入れ替えは行わないこと、②市の財政援助出資団体である公益財団法人武蔵野

市子ども協会へ移管であること、③移管に伴うコスト削減分は正規職員を増やして保育の質の向上に努めるこ

と と考えている。これを基に、千川・北町の移管を行った。 
当委員会では平成 25年の３園の移管を円滑に行うため、先行２園を検証し問題点・課題を解決していきた

い。 
検証内容は、保育・給食調理・事務の 3点の事項及びその他検証が必要な事項を扱う。 
設置期間は平成 25年 3月 31日まで、年 2回開催する予定。委員名簿を委嘱状に代えることとする。 

 
（3）千川保育園及び北町保育園の移管後の運営状況について 
（座長） 
子ども協会園は運営委員会を設置。運営委員会は協会職員、保護者、園職員で構成し、運営に関する意見交

換の場としている。 
検証委員会に先立って、２園の運営委員会が行われたのでその報告を吉清事務局長より行ってもらう。 
（副座長） 
詳細は資料２、３の運営委員会議事録を参照してもらいたい。４月の移管については、人の異動がほとんど

なかったこともあり、保護者の方々はそれほど大きな変化は感じていない印象であった。日常の細かい保育に

ついての話題もあったが、３月の震災後だったため、防災面での備えや連絡体制・情報収集についての話が多

く出ていた。加えて、千川では０１２３はらっぱが近くにあるので同じ子ども協会の施設として連携を取って

行えることはないかという話、北町では新園舎への改築の話が出て比較的和やかな雰囲気で行えた。今のとこ

ろは、協会に移管して悪くなった面も見えていないが良くなった面も見えていない。民間という部分を生かし

て柔軟な運営が行えるのではないかという課題もいただいた。2回目は 1月後半に行う予定となっている。 
資料５の職員アンケートを見ていただくとわかるように、職員としてはまず保育の内容よりも事務処理量が

増えたと感じている。市のやり方に慣れていたことを切り替えるまで時間がかかる側面がある。慣れてくれば

より機動的な事務ができる可能性もあるので協会事務局としても徐々に改善していきたいと思っている。 
職員配置については、正規職員が増え保育の質の向上は望みやすいものの、今年度は新人が多いため園内で

の共通認識や情報共有がしづらくなっている。また、民間になったことで、保安上の問題があり市庁舎内等で

のパソコンを用いたネットワークシステム（以下、庁内 LANという）が無くなってしまったため、市役所か



らの情報が入りにくくなった部分がある。 
給食調理については、正規職員配置が増えたことによる新勤務体系に不慣れな部分が多く今後の改善点とな

っている。ここでも発注・納品などの事務が変わり、事務が煩雑になった印象がある。他の公立園との連携が

以前よりは取りづらくなっている。 
上記のような改善点があるので、今後できるだけ早く問題解決を図っていきたいと考えている。 
（職員 A） 
新人が６名入ったので、新人職員との保育の共有に力を割いて対応している。新人のほとんどが経験者であ

るが、やり方が異なる部分があるので研修や会議を通して、子どもたちにとって安全で安心な保育を目指して

やっている。運営委員や父母会が非常に気にかけていただいており、アンケートなども取っていただき非常に

協力的で助かっている。事務処理面では、延長保育料の集金方法や補助金の提出書類など今までやってきてい

ないことが増えたため、若干の混乱がある。保育内容としては、今よりもっと良くするための一つ上のレベル

を目指す前向きな改善を目指す声もあった。０１２３はらっぱとの連携としては、現在、園便り等の交換など

をやっているが、今後もできることを協力して考えていきたい。 
（保護者 A） 
前よりも職員が忙しくなっている感じがある。目に見えないようにしているが、忙しない雰囲気が読み取れ

る。保護者や子どもたちにとっては以前と何も変わっていないように保育を受けられているのが良い。職員が

大変そうな感じが分かる。 
（保護者 B） 
職員の比率が変更されているメリットが保護者にわかるような情報提供が必要なのではないか。防災に関す

る話がたくさん出ているなかで、ツイッター等をやるうえで、事務局長が市と歩調を合わせないといけないよ

うな表現をされていたが、保護者としてはせっかく移管したのだから市よりも早くやるような方向も打ち出し

ても良いと思う。協会園になるのが千川保育園に決まった時、０１２３はらっぱが近くにあることも要因と伺

ったので、その意義を出していくことも必要。保育園に来る保護者層は決まっているが、０１２３はらっぱは

それとは違う層が来るはずなので交流によって、これまでとは違う経験ができることは職員にとってもメリッ

トになるのではないかと考える。 
（職員 B） 
人的配置は千川と全く同じ状況。新人も新人指導している職員もお互いが勉強して伸びていっている印象が

ある。民間保育園になったことで都の指導検査を受けた。特に大きな指導はなく、保育内容も好評価であった。

今年は第三者評価も受けるので、そこで保護者からの率直な意見をいただきたい。情報開示など様々な面で広

く伝達できる機会になっている。園舎改築によって、来年から３年間園庭が使えない状況があるので職員全体

で今から色々な状況を想定して対応を練っている。 
（保護者 C） 
民間園になって変わったところは申し訳ないくらいに何も感じることがなかった。このような委員をやって

いなければ気が付かないくらいであった。あえて、課題と言えば、民間園になったことで公立ではできないこ

とをやってもらえる期待もやってもらえなくなることへの不安も、両方とも出てきていないので目標設定を考

えていくことがこのような会議を行う意義につながると感じる。保育面は以前と変わらないのでそれ以外は言



うことがないくらいである。今は園舎の建て替えで保護者の頭がいっぱいになっている面もある。 
（保護者 D） 
建て替えの話が以前からあったおかげもあり、協会園への移管について、父母会にかかわってきた保護者の

気持ちは受け入れる準備が比較的整っていたと思う。今年入った人にとっては、現状が当たり前なので、はっ

きりとした形で課題や意識が挙がっていることも必要だと思う。今年の夏前辺りからクラス便りが以前より増

えて、子どもたちが日々やっていることがつぶさに分かるようになった。先生方の余裕もできてきた印象はあ

る。その分、個々のノートのコメントがなくなってしまうのが少し残念である。クラス全体での子どもたちの

様子が分かるので楽しく読ませてもらっている。アルバイトの先生もいるが、去年より朝や夕方の当番の先生

の顔ぶれも変わらず落ち着いている印象が強まった。 
（職員 B） 
正規職員が増えたことで、昼休みの会議後に事務に充てる時間が増えてクラス便りなども作りやすくなった。

パートの入れ替わりも、公立の場合にあった雇用止め（1年間勤めると１カ月休まないといけない制度）が無
くなり、同じ人を継続して雇用し易く顔ぶれを１年間固定できるようになって保育に対する安心感も増した。 
 
以下、質疑応答 
（保護者 B）資料５について、移管に伴い新人が多くなったというところについて、今後の３園も同じ状況か。 
（座長）３園についても同じ状況となる。正規職員が３名増えるため、異動だけでは対応できないので新人職

員が配置される見込み。ただ、今まで嘱託やアルバイトであった人が正規職員として採用されるような方法が

取れる可能性もあると考えている。また、増員分３名は新人だが、それ以外の人事異動は極力少なくする方向

である。そのため正規職員が増えると保育の質が上がると説明したが、最終的にはそうならないといけないが、

人材育成の時間はいただきたい。 
（保護者 B）庁内 LＡＮについて、移管園については今まであったものを抜いてしまったということか。 
（座長）そのとおり。 
（副座長）庁内 LＡＮで載った情報については、外部メールを利用し添付情報で送られてくるため、今までよ
り情報を活用するのに時間がかかってしまっている。 
（保護者 E）会議が毎日あると聞いたが職員会議の時間は民間園になったことで増えたということか。その分、
保育の状況を保護者に伝える時間が確保しにくくなったということはないか。 
（職員 B）民営化によって会議の時間が増えたわけではなく、正規職員が増えたことで、保育の状況はそのま
まで今までよりお便りやノートを書くなど事務にあてられる時間が取りやすくなった。クラス便りは、職員に

とっても励みになるので作り甲斐がある。 
（保護者 F）お便りが増えた反面、個人ノートへの記載が一言になってしまっていることが増えている。保護
者としては子どものどんな小さなことでも知りたいが、教えてくれることが減ってきている現状がある。先生

方は時間がないからお便りにして一斉に配布しているのではないかという印象もある。民営化に向けて会議等

が増えてしまうものなのか。 
（職員 A）園によって保護者にお伝えしたい情報が違うため、お便りが増えることがある。ぜひ保育園に知り
たいことを伝えていただきたいと思う。できるだけ配慮しているので、民営化に伴って会議等が増えることは



ないと思う。 
（職員 B）幼児担当では 20人見ているため、連絡ノートに１人１、２行書いても全員分では１，２時間かか
ってしまう。その他にも日誌を書くなど毎日の事務がある。その中で職員は頑張っていると思う。 
（保護者 F）今まではそれほどお便りがなく、急に増えたので事務的な会議が増えた影響かと思っていた。 
（座長）保育園職員の給食をやめたことは影響していないか。 
（職員 B）特に影響していないと思う。デジカメなどの普及で写真が良くなり壁新聞などお便りが多くなって
きた印象はある。民営化によって昼の会議が増えるというよりは、保育指針の改訂などで行わなければいけな

い事務が増えたということはある。 
（座長）園に要望をぜひ伝えていただければと思う。 
（保護者 F）お便りがダメというわけではないが、この現状で今後益々会議が増えたらと思うと心配であった。 
（保護者 D）保育士とのノート交換について、保護者にとっても子育てで煮詰まった時の育児相談のようにな
っている側面があるので、１行だけでも手書きのコメントがあると、受け止めてもらえた、と感じられる。子

どもの変化の受け止め方など悩んだときに保育士からのなんらかの返答があると非常に安心する。 
（座長）保育園カウンセラーの最終目標は保護者支援であるが、まずは保育園の運営支援から始めている。 
（保護者 G）給食の時間について、公立園では保育士と子どもたちが同じ給食を食べているが、民営化で保育
士への給食が無くなり、子どもたちが保育士と食べる時間がなくなったということか。 
（座長）震災後物流が悪くなった時に職員だけがお弁当になっただけで、現在は給食に戻っている。その時期

には午睡の時間にお弁当を食べていたので事務の時間が減ったかと危惧していたがそのようなことはなかっ

た模様。 
（保護者 H）民営化になり変化が見られないと聞き安心しているが、長期的に見たときに変化はありそうか。
例えば、保育料や保育士のモチベーションなど不利益な面は本当にないか。 
（職員 B）市の職員が派遣されることについては何ら不利益が生じておらず保育士としてのモチベーションに
変化はない。市職員と協会職員が同じ待遇でない中、一緒に働いているが、同じ保育をするものとして特に何

も感じてはいない。 
（職員 A）市からの派遣職員も全員同意書を出しており、これから一緒にやっていきたいとの気持ちを持って
いるので、モチベーションの低下はない。分け隔てなく一緒に育っていこうという気持ちを持っている。 
（座長）長期的にも保育の質が確保されるように新武蔵野方式の基本指針を作っている。その中で職員の配置

について、公立職員の入れ替えは最低１０年間、モチベーションを下げないために徐々に人を変えていく方針

でいる。保育料についても、国も制度改革を検討している流れはあるが、子ども協会立園は公立園と歩調を合

わせていくようになると思う。ただ、現在は認可保育園である以上保育料は同じである。国の新システム如何

で今後どうなるか調整しながら進めていかなければいけないと考えられる。 
（保護者 I）庁内ＬＡＮの問題や待遇差については、民間会社の例などを見ていると５年後、10年後を考える
と、情報格差や待遇格差などは生まれるものなので環境整備などについて協会事務局が率先してやっていって

ほしい。 
（座長）平成 25年には公立園のほうが少なくなる状況なので環境整備は必要不可欠だと感じている。 
（副座長）10年後、20年後を考えると、公立園と協会園で完全に足並みがそろっていることはないと思って



いる。武蔵野の保育という基本は同じでも各園の違いは出てくると思う。情報面で言うと、庁内 LANは公務
員か否かが重要であるので限界があると感じている。今後のインフラ整備について、職員が急速的に膨れてお

り将来的には 200 人を抱える組織になる予定でもあるため、組織内での情報伝達方法や研修のあり方等を今
後を見据えてやっていかなければならないと考えており、皆様のご協力もお願いしたい。 
（座長）ご意見の中で民間になったから出来ることがないということや目標設定という話をいただきました。

これまでの各園への移管に関する説明会においても、今回の民営化によるサービス面の向上は徐々に考えてい

き、公立園が今までやってきたことを継承することを重点としてきた。そのため、この点については長い目で

見てほしい。また、正規職員が増えたメリットについては、皆様にわかるよう次回見せていきたいと思ってい

る。 
 
（5）今後のスケジュールについて 
（座長） 
資料４のスケジュール案参照。千川保育園と北町保育園の第三者評価結果が出た後、両園の運営委員会は 1

月後半に日程を確保している。これを踏まえて次回の検証委員会を２月最終週か３月初めに行いたい。 
また、3月から 4月にかけて、1年間の振り返りとして千川・北町の職員アンケートを取ってみたいと考え

ている。その結果を受け、各園の運営委員会を５月頃に行い、６月頃に検証委員会を行う予定。以降は 11月
頃に運営委員会を行い、12月に検証委員会を行いたいと思っている。 
ニュースレターは検証委員会の翌月発行予定とし、今回のニュースレターは 11月頃を予定としたい。 
移管についての保護者説明会については、まず全体保護者会の時に移管についての話をし、来年１月頃に保

育課と子ども協会共催の説明会を行いたい。また、保護者からの要望があれば随時説明会を開催することも考

えている。 
このスケジュールについては、現在は案の状態のため今後の進捗によって変更していきたい。 
以上、各委員より異論はなし。 

 
（6）その他 
・議事録案等各種連絡の必要があるため、各委員のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ等連絡先を教えていただけることとなった。 
 
６．閉会 
（子ども家庭部長） 
今後も何卒よろしくお願いしたい。 
子ども協会の常務理事としては、民間になったことにより、良いことは出来るところからやっていけば良い

とは思うが、研修など保育の質の部分は市と歩調を併せていくべき点も確認していく必要がある。 

庁内ＬＡＮの問題については、市全体として市からの派遣職員の増に伴いながら外部化していく方向である

ので考えていかなければいけないと思う。情報の孤立化は防がないといけないと考えるため、機会があれば委

員のご意見を伺いたい。 


